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主な掲載内容 

Ⅰ．第４４回(2023年度)助成研究の決定について 
Ⅱ．第１４回(2023年度)助成研究成果表彰 表彰式・記念講演会の開催状況 
Ⅲ．第１４回(2023年度)製鉄所見学会の開催状況 

 

（公財）鉄鋼環境基金は、1973年 9月 19日に NOx防除技術の研究開発に対する助成を目的として財団法人 鉄

鋼設備窒素酸化物防除技術開発基金として設立されました。今年の 9月で設立 50周年を迎えることができま

した。鉄鋼業界にとりましても地球環境問題の重要性が高まる中、今後ともよろしくお願いいたします。 

 
Ⅰ．第 44 回（2023 年度）助成研究の決定について 
（公財）鉄鋼環境基金は、10 月 19 日（木）に第 57回臨時理事会を開催し、2023 年度助成事業として、 

一般助成研究：37件、若手助成研究：18件、合計：55件の研究に対して、総額 75,485 千円の助成金交付 

を決定いたしました。 2023年度の助成研究は、応募総数 122件（一般：93件、若手：29件）の中から 

環境分野の学識経験者と鉄鋼業界の専門家で構成された技術委員会（委員長：酒井伸一 京都高度技術研究 

所副所長、京都大学名誉教授）の厳正な審査により選定されました。 

 なお、当財団の助成事業は、1973 年の設立以来、累計で 2,127件 45億 18百万円となりました。  

（１）2023 年度の応募・助成の概要 

 2023年度の応募・助成の概要は以下の通りです。（括弧内は昨年度実績） 

 1. 応募総数は 122件（115 件）と昨年度に対して 7件増加した。 

 2. 助成件数は 55件（56件）であり、応募件数に対して 45％（49％）が採択された。 

 3. 継続研究は応募件数 34件（19件）に対して 29件（18 件）が採択された。 

応募に対する採択率は 85％（95％）であった。 

 4. 新規研究は応募件数 88件（82件）に対して 26件（37件）が採択された。 

   応募に対する採択率は 30％（45％）であった。 

 5. 新規研究のうち、初めて応募した研究者は 30名（26名）であった。 

   また、初めて助成を受ける研究者は 19名（17名）であった。 

 6. 若手研究は応募件数が 29件（33 件）に対して 18件（19 件）が採択された。 

   応募に対する採択率は 62％（58％）であり、助成件数全体の 33％（34％）であった。 

 7. 大学からの応募は 110件（103件）であり、このうち 51件（52件）が採択された。 

 8. 高等専門学校からの応募は 4件 

（7件）で、 このうち 2件（2件） 

が採択された。 

 9. 独立行政法人他団体からの応募 

は 8件（5件）で、このうち 

2件（2件）が採択された。 

   応募件数    助成件数 

一般 若手 合計 一般 若手 合計 

地球環境 47 15 62 21 11 32 

資源循環 21 6 27 8 3 11 

大 気 11 4 15 4 2 6 

土壌･水質 13 4 17 4 2 6 

その他 1 0 1 0 0 0 

合計 93 29 122 37 18 55 
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（２）第４４回（2023年度）助成研究テーマ一覧 
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（参考）技術委員会の構成 
 

 2023年 10月 1日現在 

 
委員長 酒井 伸一   （公財）京都高度技術研究所副所長、大阪工業大学客員教授、 

京都大学名誉教授  

 

委員  鵜野 伊津志   九州大学 応用力学研究所 特任教授  

 

 

委員  大塚 直     早稲田大学 法学学術院 教授  

 

 

委員  風間 ふたば   山梨大学大学院 国際流域環境研究センター研究員・山梨大学名誉教授 

 

 

委員  御福 浩樹     日本製鉄(株) 環境技術・管理部部長代理 

 

  

委員  近藤 裕昭   （一財）日本気象協会 環境・エネルギー事業部 参与  

 

 

委員  高岡 昌輝     京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻 教授 

 

  

委員  濵野 眞一     株式会社神戸製鋼所 安全・環境部次長  

 

 

委員  古米 弘明     中央大学研究開発機構 機構教授、東京大学名誉教授 

 

 

委員  松田 和秀     東京農工大学農学部附属広域都市圏フィールドサイエンス 

教育研究センター 教授  

 

委員  山室 真澄     東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授  

 

 

委員  山本 彰       ＪＦＥスチール(株) 環境防災・リサイクル部 副部長  

 

 

委員  山本 和夫    アジア工科大学学長、東京大学名誉教授、 

（一財）造水促進センター理事長 

 
 （役職、五十音順）    
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（３）鉄鋼環境基金の助成実績 
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Ⅱ．第１４回(2023年度)助成研究成果表彰 表彰式・受賞記念講演会 

 
助成研究成果表彰は、優れた成果をあげた助成研究者に与えられるもので、本年度も 17名の応募が 

あり、技術委員会による厳正な審査により各賞の候補者を選考し、6 月 2日開催の第 55 回通常理事会において、

3名の方の受賞が決定いたしました。 

9月 26日に鉄鋼会館において表彰式ならびに受賞記念講演会が行われました。当日は朝比奈理事長の挨拶、 

酒井技術委員長の講評の後、理事長よりステンレス製の表彰状と副賞が授与され、引き続き受賞者による記念 

講演が行われました。 

 

【各賞の受賞者】 

１． 理事長賞  

賞の性格 環境技術及び学術の進歩を通して鉄鋼業や社会に対し、卓越した功績が 

認められる助成研究成果をあげた助成研究者に贈られる。 

氏名 胡桃澤 清文       所属 北海道大学大学院工学研究院・准教授 

助成研究期間 ３年間 ： 2019年 11月～2022年 10月 

研究テーマ 高炉スラグ固化体作製のための高炉スラグの反応促進技術の開発 

研究成果 

 

氏は、高炉スラグ微粉末の初期反応性を高め、セメントを全く使用しないコンクリ

ート代替固化体の製造を目指す研究を行い、無機塩種の混和剤の有効性を明らかに

した。この研究成果は、高炉スラグの利用拡大に寄与する社会的意義の大きい研究

成果である。 

 

２． 技術委員長賞  

賞の性格 環境技術及び学術の進歩に、卓越した功績が認められる助成研究成果を 

あげた若手助成研究者に贈られる。 

氏名 玄 大雄     所属 東北大学多元物質科学研究所・助教 

助成研究期間 ２年間 ： 2020年 11月～2022年 10月 

研究テーマ 単一粒子分光分析による大気中の不均一光化学反応過程の動態解明 

研究成果 

 

氏は、大気中のガスとエアロゾル粒子表面における定量的な理解が進んでいない不

均一光化学反応過程について、先進的な手法を用いて基礎研究成果を得ている。 

この研究成果は、今後の大気化学モデルの精度向上に貢献する発展性の高い重要な

研究成果である。 

 

３． 鉄鋼技術賞 

賞の性格 鉄鋼環境技術の進歩を通して鉄鋼業に対し、卓越した功績が認められる 

助成研究成果をあげた助成研究者に贈られる。 

氏名 今中 信人      所属 大阪大学大学院工学研究科・教授 

助成研究期間 ３年間 ： 2019年 11月～2022年 10月 

研究テーマ 鉄鋼排水中の有害有機物質を高効率で浄化可能な新規環境触媒 

研究成果 

 

氏は、コークス炉排水中のフェノールを、常圧、100℃以下の温和な条件で分解する

ことができる新たな触媒を開発した。この研究成果は、将来の実用的な廃水処理に

結びつく可能性のある、学術的にも意義の大きい研究成果である。 
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【 表彰式ならびに記念講演会の様子 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰式：朝比奈理事長 挨拶  受賞者：今中先生、玄先生、胡桃澤先生           酒井技術委員長 講評 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰式記念撮影（左から、酒井技術委員長、今中先生、玄先生、胡桃澤先生、朝比奈理事長） 

 

 

記念講演会の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【理事長賞】胡桃澤先生                      【技術委員長賞】玄先生  【鉄鋼技術賞】今中先生 

 

 

（公財）鉄鋼環境基金 

第 14 回助成研究成果表彰式・受賞記念講演会 
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Ⅲ．第１４回(2023年度) 製鉄所見学会（日本製鉄株式会社 九州製鉄所 大分地区） 

 
コロナ禍の影響で 2020年度から開催を延期しておりました製鉄所見学会を 4年ぶりとなる 8月 29日（火）に

日本製鉄㈱九州製鉄所大分地区で開催いたしました。 

参加者募集は 2022年度の採択者、技術委員から行い、採択者 13名、技術委員 2名のご参加をいただきました。 

地球温暖化防止への取り組みのご説明後、スラグヤード、出荷バース、プラスチックリサイクル工場、厚板工場

と見学させていただきました。初めて製鉄所を見学される先生方も多く、久しぶりの開催に皆様ご満足をいただ

きました。来年度は JFEスチール㈱で開催予定です。 

 

 

 

 

役員の変更 

 

【評議員の変更】 

    辞任（令和５年１０月３０日付） 

       小田 直樹  関西電力株式会社南港発電所副所長 

 

    就任（令和５年１０月３０日付） 

       横川 晋太郎 電気事業連合会 立地電源環境部長 
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